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　　Vegetation，　micrぴrellef　and　peat　stratlgra凶y　were　surveyed　for　raised　mlre　area　at　the

sou芝h　of　Kirakotan－zakhn　Kush三ro　Mire，　eastem　Hokkaidα　The　rn1re　lblms　a　slightiy　domed

shape，and　shows　characteristics　of　an　ombrotrophic　mlre　with　the　developed　crest，　rand　and

lagg．　Tl陛e　depth　of　peadayer　is　4．8　m　at　tl隈e　ce倉ter　of　raised　mlre　area，　and　about　2，5　m

at　the　north　and　south　ends　of　the　mire．　The　bottom　of　peat　layer　is　co難posed　of　silt　and

clay　which　originated　from　the　river　sed重ments．　The　vegeta芝重on　dataヤvas　analyzed　by　means

of「IWINSPAN　and　DCA．　The　5ρんαgπ隠ηz　humrnocks　conslsting　of五θ4μητpαZ臨re　var．

4加ers6P記os昆ηz一ε弦）んαgzzα1η∫μscμ1η　colnmunity　are　Inairlly　disξr重buted　on　the　crest　of　raised

獄ire　area，　and　ali　over　the　ra難d　wldely．　On　the　other　hand，　the　distribution　of　other

hul噴rnock　cornInl！n重ty－types，　　such　as　ムe（どωητ　PαZμs乙rθ　var．4どひθrsガP泥os配ηz－1）εcrαノz昆ノη　sp．

communi£y　and　Lεぬ1ηρα1μsむrθvar．読びθr8ゆぬsμ1η一ερんα9π㏄1η1ηαgeごZα読。磁1ηcommuRlty，　is

restricted　on　the　lower　part　of　the　rand，　Cαノでん乙θ翻ヴ～）麗α一ερんα9πμ1ηルsc昆ηz　community

occurs　on　the　wa｝lows，　and　fen　vegetaion　such　as凝yrど。αgαZe　var．　診。ノηατ亡osα．Cαreκ

Zα皮oo醐ραvar．　oco認雄πs　Co盤mしm1ty　al｝d　CαrεκZαsloc醐ραvar．　occ認亡αηs－0α1『θκpsθ乙640c醐αlcα

commu！｝ity　occur　on　the　lag9．・4玩πsノαpo配。α一Myr‘cα9α♂e　var．　亡。η四目osαcommunity　and

、4Z駕sノαpo漉。α一〇αrεκcαθsμ亡osαcommtmity　distribしlte　widely　around　raised　mire　area．　The

first　dimensional　sc（）res　of　DCA　are　explamed　by　t鼓e　margin℃enter　graduation　of　the　mire，

the　second　and　third　ones　by　the　grouad　water　level．　Disturbed　vegetatlon　caused　by　lmpact

of　S重ka　deer重s　frequent正y　found重n　the　rnire．

Key　word：micro－relief，　peat　stratigraphy，　mire　vegetatioR，　Sρんα9πμητhummock，ερんα9ノ罠↓ノη

∫zzscμη3，　impact　of　Sika　deer．

は　じ　め　に

　釧路湿原は低層湿原の車越するEi本最大の湿原である

が，温根内赤沼周辺やキラコタン崎の南部には高層湿原

が発達している．前者は踏査が比較的容易であるために，

これまで植生（田中，1975；宮脇1988；伊藤・松田，

ig92），微気．象や水文環境（辻井ほか，1974；環境庁自

然保護周，1993），リモートセンシングの技法による植

生分類図の作成（Ya1嚢agata＆Oguma，1996；Yamagata，

1996）等多くの調査研究が行われているが，後者につい

ては1950年代の泥炭層調査（飯塚，1954；飯塚・瀬尾，

ig56；岡騰，1960；北海道閲発庁，1963）以来，その

実態が不明のままであった．著者らは1997年7月中旬と

8月下旬に現地を訪れ，植生と湿原表面の微地形の測：量

及び若干の泥炭層調査を行った．本稿はこれらの調査結

果を纏めたものである．

　尚，本研究は国立機関試験研究「湿原生態系」第2期

一括計上調査「希少野生生物種とその生息地としての湿

地生態系の保全に関する研究」の一環として行われたも

のである．湿原内立ち入りと調査の便宜を計って頂いた

環境省自然保護周東北海道地区自然．保護事務所並びに財

団法人日本鳥類保護連盟の関係各位に感謝申しあげる．

1．調査地の概況
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　釧路湿原は釧路市の背後に広がる広大な湿原で，その

規模は南北に約30km，東西に最大幅約251〈m，面積約

18290haであり，東側には海跡湖の達古武沼，塘路湖，

シラルトロ湖がある．湿原は旧縁を南流して太平洋に注

ぐ釧路川と周辺丘陵に源を発する多数の小河川によって

形成された沖積低地に発達したものである，泥炭層は大

部分がスゲ・ヨシ泥炭から成り，層厚は1～5mで基底

面の変動が大きく，北部から西部で厚く3～4阻，南部

から東部では2mである．深度30～60cmと210～

325cmに挟在する火山灰の14　C年代測定値がそれぞれ

500±90年BP，2280土90年BPであることから，現在の

湿原の形成は海退後の約3，000年前に西部及び北部から

始まったと考えられている（岡崎，1960いd；岡崎・鈴

木，1975）．

　釧路地方の気候は年平均気温5．5℃，月平均気温の最低

値（i月）一6．6℃，最高値（8月）17．9℃，年降水量

1，112mmである，夏期には海霧の発生頻度が極めて高

く，6月から9月の霧日数は68日に達する（1941～

1970年統計，東京天文台編，1979）．冬期の最深積雪は

1m以下で，表層約30cm深まで土壌凍結が起こり（辻

井ほか，1974），夏期冷涼多湿，冬期回雪寒冷な気候に

支配されている．
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Fig．1．　Map　showing　the　location　of　Kirakotan－

　　　zaki　in　Kushiro　Mlre　and　area　studied．

　釧路湿原とその周辺湖沼群には国の特別天然記念物タ

ンチョウや氷河期の遺存種を含む多くの動・植物が生息

し，1952年には湿原の一部5，0Hhaが国指定天然記念

物に，1969年には国費鳥獣保護区に指定されている．さ

らに1980年にはラムサール条約登録湿地に，1987年に

は周辺丘陵や湖沼群を含む26，861haが国立公園とな

り，そのうち24％が特別保護地域として厳重に保護され

ている．一方で，近年の周辺集水域の土地利用の進展や

大規模な河川改修の影響によって湿原生態系に変化が起

こっており，現在，湿原保金のための調査研究や様々な

保金対策の検討が進められている（岡崎，ig75；環境庁

自然保護局，1993；新庄，1997／98）．

　本研究の調査地であるキラコタン崎南部の高層湿原

は，久著呂川とチルワツナイ川との間に位置し，広大な

ハンノキ林に囲まれた一角に発達している（図1）．キラ

コタン崎の丘陵から湧き出る豊富な湧水を源流とするツ

ルハシナイ川は西流してキラコタン崎西端でチルワツナ

イ川に合流している．高層湿原を取り巻いているハンノ

キ林は西側ではチルワツナイ川，北側ではツルハシナイ

川，そして東側では久著芦川の支流に近接し，豪雨や融

雪による出水時には河川氾濫の影響を受けている。しか

し，現在の高層湿原域はこれらの河川水の直接的影響下

にはない．高層湿原域の面積は約45ha程度で，最大長

は東西約900m，最大幅は南北に約500mである．

2．方　　法

2－1．調査測線の設定と野外調査法

　湿原の形状と群落型及びその分布の実態を把握するた

めに4本の測線を設定した。ライン1は湿原のほぼ中心

部を東西に横切って湿原周辺に成立しているハンノキ高

木林を終点とする測線で，基点から東方向に300m，西

方向に500m，全長800mである．ライン2はラインi

の基点からW50m地点を基点とし，北方向に200m，南

方向に300m，全長500mであり，それぞれハンノキ高

木林を終点とした：ライン3はライン玉のW200地点を

基点とし，北西方向に200m，南東方向に370m，全長

570mであり，ライン2と同様，ハンノキ高木林を終点

とした．ライン4はライン3のS100m地点から南西方

向に350mの測線で，終点はハンノキやヤナギの低木が

散生するヨシ群落に接する．湿原表面の微地形について

はレベルトラコン（LS25，牛方商会製）を用いてライン

4を除く各測線の基点から10m毎に地表面の水準測量

を行い，地形断面図を作成した．

　泥炭層の調査はライン1とライン3の直交する地点

（W200m，　SOm）を基点とし，各ラインから100m置

きに5地点を選び，ビートサンプラーを用いて河川堆積



物のシルト層が出現する深さまでボーリングを行った．

採取した泥炭試料の層序を記録した後，表層から50cm

置きに長さ5cmの試料を切り取り，サンプル管に保存

して実験室に持ち帰り，強熱減量法によって有機物含有

率を測定した．

　植生調査は各測線に沿ってほぼ50m置きにラインの

両側約10mの範囲に調査区をランダムに設置し，方形区

法によって行った．相観によって区分された均質な植分

について全出現植物の優占度と四度をBL－Bl．法（Braun－

Blanquet，1964；Mueller－Dombois＆Ellenberg，1974）

によって評価し，同時に階層別植被率と植物高（最高値）

を測定した．調査面積は草本群落ではlm・1m，低木

群落では5m×5m，高木群落では10m×10rnを基本と

した．またミズゴケハンモックのサイズや比高も必要に

応じて記録した．

2－2．群落の類型化と植生構造の解析

　現地調査で得られた107個の植生調査資料を整理して

素表を作成し，群落の類型化を行った。群落の類型化の

際には在不在データを用いたTWINSPAN（Hill，1979）
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の結果を元にした。環境傾度と植生分布の関係の解析の

ためにDCA（Hili，　i　979；Hill＆Gauch，1980）によ

る調査区の座標づけを行った．座標づけの際にも在不在

データを用いて解析を行った．

3．結果と考察

3－1．湿原の形状と形成過程

　図2は湿原の微地形断面図である．図中の太線はミズ

ゴケハンモックやスゲ類叢株の基底部（泥炭表面），細線

は頂部の微地形を示す．ライン1では基点からW210m

地点が最も高く，ここを頂点として東側に緩く傾斜し，

西側に向かって急傾斜する非対称なドーム状地形を示

す．東西断面ではW390m～W500mが広い凹状地
（1agg）であり，最高所（crest）との比高差は約80cmで

ある．一方，東側は久著呂川方向に緩やかに傾斜してい

る，ライン2とライン3の南北断面をみると，前者では

基点付近が，また後者では基点～SllOm問がそれぞれ

最も高く南北にほぼ対称なドーム状地形を呈し，最低所

との比高差は約imである．棄西断面と爾北断面を重ね

合わせてみると，ライン1のW150mからW250mの範

囲とライン3のSOmからSlOOmの範囲約l　haの部

分が地形的に最も高い所であり，一帯は降水瀬養性高層

湿原の形状を示すが，その盛り上がりは1m程度でかな
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り低く，発達初期の段階にあると考えられる．

　図3はライン1とライン3における泥炭層厚の灘定結

果を示す．ライン1では基点，WlOOm及び最高所のW

200mで約2．5～3mであり，シルト質土壌の出現する基

底はほぼ平堤である．一方，東側縁辺斜面（rand）E

lOOmでは1．5mと浅く，約1mのシルト質土壌層を挟ん

で2．5m以深から再び泥炭層が出現している．同じく西側

縁辺斜面W300rnでは1～L5mに有機物量：60％以下の

分解泥炭が出現するが，その下層に再び泥炭層が出現し，

今回のボーリングでは基底まで達していない．ライン3

ではSIOOm地点の最高所で5m以上の堆積がみられ基

底まで達していない、またここでは深度3．5～4mに有機

物量30％以下のシルト質土壌が挟在しており，泥炭堆積

開始後河川氾濫による沈子などの大規模な立地撹乱を受

け，湿原の発達が一時停掛したものと坐禅される．縁辺

斜面上部に位置するS200mとNlOOmの層厚は2．5m，

下部に位置するS300mとN200mでは2mであり，湿

原中心部から周辺部に向かって薄くなっている。泥炭層

基底はライン1と同様にほぼ平坦である．また，S200

m地点とN100m地点の表層泥炭はともに有機物量50

％以下の分解泥炭であり，ここでも火山灰もしくは河月1

堆積物の混入が示唆されたが，あるいはエゾシカによる

表土擬乱の影響かもしれない．

　今回のデータから湿原の形成過程を後づけてみると，

湿原のドーム中心部SIOOm付近の凹状地から泥炭地が

発生したが，その後大規模な河川氾濫による沈泥作用を

受け，河川堆積物によってほぼ平場な地形になった．再

び泥炭の堆積が始まり，河川水やハンノキ林からの鉱物

質の供給を受ける湿原周辺部で泥炭の堆積が揮制された

結果，現在のような形状をもつ高層湿原に発達したもの

と考えられる．また前述のように，湿原の西｛貝馳ライン

3の南端及び北端にはラグゾーンがあり，湿原中心部の

最高所から縁辺斜面一帯の海翌年は降水起源になってい

るものと考えられる，一方で，ライン1の基点から東側

及びライン2の北側は緩やかな傾斜地でラグゾーンが不

明瞭であり，出水時には河川水の影響を受けているもの

と推測される．

3－2．群落の類型化

　調査地から抽出した107個口植生調査区に出現した植

物は維管束植物59種，コケ植物25種であった，図4は全

出現植物のTWINSPANの結果を示す．図ではレベル1

で高層湿原性植物と低層湿原性植物に大別される．前者

はレベル2でミズゴケハンモックに生育する植物と高層

湿原の広布種に，後者はハンノキ林構成種とヨシ，スゲ

湿原構成種に分割され，さらにレベル3で8つの種群（A

～J）に分割される．A群はシッポゴケ属など5種の蘇

苔類，B群はチャミズゴケハンモックに生育するヒメツ

ルコケモモ，ガンコウラン，コケモモ，ヒメシャクナゲ，

ナガシッポゴケ，ハナゴケなど13種，C群はミズゴケ湿

原の広布種であるワタスゲ，ホロムイスゲ，スギゴケな

ど4種のほか，イッポンスゲが加わる．D群は北海道の

高層湿原の広無爵であるイソツツジ，ホロムイツツジ，

ムラサキミズゴケ，オオヒモゴケなど6種である．E群

は一葉低地湿原の高層湿原から低層湿原まで広く生育す

るヤチヤナギとチシマガリヤスで，これにタチハイゴケ

と苔類が加わる．F群は低層湿原に散生するミズゴケハ

ンモックやワタスゲ隆起旧株などの高燥地に生育する

ニッコウシダ，コガネギク，クシノハミズゴケなど5種，

G群は低層湿原の比較的地下水位の低い立地に生育する

イワノガリヤス，ヤマドリゼンマイ，クロミノウグイス

カグラ，ノリウツギ，ハンノキ，イヌスギナ，ヒメミズ

ゴケなど8種，H群は低層湿原の二障種ヨシのほか，こ

の湿原では出現頻度の低いツルコケモモ，タチギボウシ，
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　　　numbers．
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Table　1．　Synthesis　table　of　mire　vegetation　of　Kirakotan－zaki　in　Kushiro　Mire．

　　　　　Commu籍ity－types；1：0α肥κ乙eημヴ～漉α一ερノzα9π膨ηz／μscμητcomm．，　2：ゐε磁ηL　pα彪sケe　var．4ごuεr8ゆ∠♂os甜レ

　　　　　β帥α9πμηzルscμη3　comm．，3：乙2ぬアηρα臨sオre　var．読ひersどρεごos琵ηレPlcrα肱ητsρ．　comm．，4：五e磁ητPα如s孟1で

　　　　　var．4ごひθrs願♂osμητ一βρんα9／zμη｝η1α9θZZ侃‘cαm　comm．，5：配πμsノαpolzご。α一Myrlcα9αごθvar，εoη②θ1τ孟08αα）mm．，

　　　　　6：〆VπμsノαPo氾ご。α一Cαreκcαθsp誌osαcomrn．，　7：ψr‘cα9α♂θvar．　む。η3θrL亡osα一〇αrθκ♂（乙sεocαηoαvar．　occμ髭α1τs

　　　　　comm．，8：0αrθ烈αslocαrραval辱．　occ認亡απs－Cαrαρs8μ40cμrαlcαcomm．

　　　　　Roman　numerals　mean　constancy　values；r：＜5％，　1：6－20％，　Il：21－40％，　II夏：41－60％，　IV：61－80％，　V：

　　　　　81－100％．Arab｝c　numerals　indicate　the　range　of　domil／ance．

C。mmunity・types 2 3 4 5 6 7 8

Stand　g蹟oups
轡 aU a12 a21 a22 b11 b12 b21 b22

』
Nu【nber　ofstands 8 37 27 8 10 3 4 10

oロ

j調

o』ε

Me准n　height　ofhummock（cm） 45 50 44 35
　 一 一 一

＆ 昆 Mean　vegetation　height（cm） 33 19 61 4玉 164 567 103 102

．翌 輩 Me註nvegetatlon　cover（％）　　Herb　layer 86 85 93 87 86 80 95 89
8お 邑の

MOSS　layer 29 70 31 34 24
一

9 0．1

Mean　nu孤berofspecies 10 12 12 16 藍4 21 12 11

A 38 酬α即召加SP， シッポゴケ属の一種 r　（＋） m（＋一3）

18 伽動財切血mo5u胡 オオスギゴケ r　（÷〉

77 α～加禦漁sp，夏 ツキヌキゴケ属の一種1 1ω
29 畠）加8ηuη1細訪∫脚η5θ クシロミズゴケ 1（1）

87 助加8ηロ㎜5功5㏄珈（1己’m ユガミミズゴケ 1（＋）

B 26 o冶鰯8d加加ゐ8丑加η∫8ηロ潮 クサゴケ 1（1）

64 瞼α珈甜m加α切躍切ロ加 ヒメツルコケモモ 1（÷〉 韮（＋一2）

1？ 窮α即㎜η加ρo〃aπ5θ オオシッポゴケ 1（÷｝ r　（＋） 1（牽）

9 命加卯ロ加rめθ〃α加 ウスベニミズゴケ r　（＋）

40 珈加8刀μ加η㎝αr8”加 スギバミズゴケ r　（＋）

62 r1〃dm加θ融ρo肋1拍 ヒメシャクナゲ 1（÷）

33 職始繍θ8var．個加or コケモモ 1（1－2＞

23 剛惣朋。加蜘 カタウロコゴケ属の一種 正く÷）

50 刀fα旧ηロη2θ盈蝕m ナガシッポゴケ 皿（＋一3｝ 1（＋）

58 α盈面〃冶畑η脚加々 ハナゴケ W（÷一5＞ 互（1）

25 動ηρθご川1ηη砂ロ1ηvar．鈎ρ0η加π3 ガンコウラン w（÷M｝ 1（＋一4） 1〈＋）

44 鋤38ηロ盟血50ロ加 チャミズゴケ W（＋一3） 鰹（＋一51 三（＋） 1（3）

80 伽5幽」℃εロηd弓始 モウセンゴケ 田（＋一1） n（＋一2｝ 1（÷）

C 21 命加即π加ρ2加5鯉 オオミズゴケ 匪｛＋一1） 正（率一D ！（栖2） r（1）

6 α～曜‘θηπ四囲 イツポンスゲ V（1－5） 正ω r　（＋） w（＋一3）

39 拘ケ加ヒ加加ノμ1珈ε曜励測 スギゴケ V（1－2） V（÷一5） 穣（＋一5） W（＋一1） 1（＋）

72 伽8κ」ロ働刀d慮7f ホロムイスゲ W（1－3＞ V（＋一4） 韮（＋一2） w（＋一D 1（＋）

89 翫qρ加摺加盟8加冴広麗加 ワタスゲ 1（＋一1） V（穿一4） 押（＋一3） 1（三〉

D 5 琵ぬ加ρ8ノロ5鯉var、　dゴ㎜1伽5ロ加 イソツツジ V（＋一4） V（1－5） V（＋一5） V（軒3） 皿（輕2）

73 α旧加βθ吻ρ加θ偲加印加細 ホロムイツツジ V（軒2＞ V（＋一3） 鐸（＋一2） V（＋～3） m（＋租） 3（÷一回） 1（÷）

79 励加8ηロ加用昭曲η加加 ムラサキミズゴケ 夏藍（2－4＞ 眠（＋一3） 藍（牽弼） 田（÷一4＞ 1（÷一2） 1（2）

19 滋1瘤oo加η∫汀mρ身1u5鯉 オオヒモゴケ 聾（＋一2） 雛（÷一1） w（＋一2） V〈÷一！〉 nl（や） 2（÷）

34 乃ゴθ灘訪3θ口1ηρ8θπvar．β1℃漉8 コツマトリソウ r　（＋） 匪（＋） V（÷一1） H（牽） ！（＋）

53 ＆～η望おαr加鋤μ颯θvar，π乃a ナガボノシロワレモコウ 1（÷） 互（＋〉 w（＋〉

E 83 雌廊囎即1かv駐r，如加朗の舐 ヤチヤナギ w（÷一3） V（÷一3＞ V（÷一5） V（÷一4） V（＋一4） 4（1－4｝ 1（2｝

43 α1珀皿β8ro3齢5耽細vほr，βo召1鹸砲 チシマガリヤス 田（÷一3） w（軽4＞ w（＋一4） V（÷一3） w（＋一2） 4　（1） V（＋一3）

42 P舶㎜2加η25【ぬ爬ムa1ゴ タチハイゴケ 1（＋一1） n（＋一5＞ ！（＋一2） 1（＋） 2（＋一1）

71 αr加α幽8sp2 ツキヌキゴケ属の一種2 1（÷） r　（＋） 1（＋）

F 1 勘ゐ卿ロ加伽ロ05皿加 アオモリミズゴケ 1（2） r　（＋） 韮（＋一5） 1（＋一1）

28 5ρ加8ηu加加わz蜘¢ロm クシノハミズゴケ 1（÷一4＞ r　ω II〈÷一4） 1（＋）

3 珈加わ加m角庸θ∫ ヒメアカパナ r　（＋） n（や） 1（＋）

31 ＆）伽80縦即署㎜8var、編α贋壇諏 コガネギク 1（十｝ H（＋） 1（＋）

55 筋a加冶㎝曾η伽η加 ニツコウシダ 1（＋喉〉 劉（＋一5） ll（＋一3） m（＋一5） 2（レ4）

G 7 動爵θ加切Pβノπ5伽 イヌスギナ 庭（＋） 1（÷〉 w（＋一2） m（÷一2） V（＋一1） 1（1〉 3（＋一2｝ 1（＋｝

66 の加8ηロ加5加励ω測 ヒメミズゴケ 1（÷一！｝ 田G－5） n（1－5） H（＋一4） 1（1）

57 砂d㎜η888ρ3廓。瞼細 ノリウツギ r　（＋） 正（＋一4） n（＋） 1（÷〉

30 加ηjoa旧偲甜u1舶var．8励蝦α濡加r クロミノウグイスカグラ 1（栖1＞ 皿〔＋一2） 1（＋〉 w（＋一1＞ 2ω 1（÷〉

59 溜ηぴ5鈎po白山 ハンノキ 1（＋一4） n（＋一4） n（3－4） 3（4略〉 1（1）

8 α～加mβ8m5誌拍η85db漁 イワノガリヤス 田（1－5） 1（÷〉 V（＋一4） 3（1－3＞ II（÷一2）

85 05π1㎜幽伽η日η20ρ2θ£var．鮒θη訂5 ヤマドリゼンマイ r　（＋） n（÷一2） 1（1） 1（3＞

54 痂’ロ加必θぬη8r偲 ナメリチョウチンゴケ r　（＋） 1（＋）

H 88 勘鵜8～カノ齢8α5山上 罰　シ 田（＋一4） m（＋一3） V（＋一5） 3（2－5｝ 3（1－3） m（1－5）

47 ％〔w嘘π加｛斌ア昌。㏄π3 ツルコケモモ r　（＋） H〈÷一3） 1（1） 2（÷一2）

狙 伽蝕一越加 タチギボウシ 1（÷） 1（＋）

90 勘加8ηu加5ロ伽ル岬 ワラミズゴケ 1（÷） 1（2） 三（1）

36 醐qρ加rロ加8㎜醜 サギスゲ 1（2） 1（2＞

51 醜曲融わη8泌傭 ナガバツメクサ r（2＞ 1（＋）

1 46 加ρ8伽ε蹴‘（凋’ ツリフネソウ 1（＋〉 n（＋） 3（÷一1＞ 3（＋唖） 1（2）

65 ＆ロ’θ加舶伽θη（海η5 ヒメナミキ 1（＋） 1（÷） n（＋）

11 砂α1ρ召5召皿沼礎ロ5 エソシロネ 1（＋） 1（＋〉 1（÷）

68 助加θヨ旧師 ホザキシモツケ 1（＋一1） 3（＋一D
76 P冨図即ロ加云加ηわ㎎ガ ミゾソバ 1（＋） 2（＋d＞

67 o蹉η28｛ゴ皿鋤dθηd副曲 フロウソウ 1（＋） 互（＋〉

三4 （享θη’∫8η盈副7（臓　var，．メ砂㎝jcβ エゾリンドウ 1（＋）

24 甜酬。βθ3ρ∫‘o囎 カブスゲ 2α一3）

60 αぬρ8／u5齢 ヒメカイウ 2（4－5）

13 4伽ゴロ加伽伽ロ5 エゾメシダ 2（÷一1）

15 αi勧盈ρ設1μ8伽var、θηム050 エンコウソウ 2（1）

70 α躍加加励ゴα加var．伽吻θぬηc幽ω加 ホソバノヨツバムグラ 2（＋）

86 甜欄加醐θノ ヤラメスゲ 正（4）
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16 o漉x起稿酌qρゐア5冴 オオカサスゲ 1（†）

20 ＆，加ロ切1η卿。脚ロ〃z オオマルパノホロシ 1（÷〉

82 伽廻溢ロ5加ロηd肋燃舶 ヤチダモ 1（＋〉

J 78 α～rθ邸加5」㏄冴孕日var．　o㏄ぴ泥8η5 ムジナスゲ 1（＋一5） u（÷一5） w（＋一5） 2（＋一4） 4（3－5） V（4－5）

75 助廊θ蝕加加曲醒θ ミズドクサ r　（＋） 1（＋） 1ω 2（1－3） 3（＋一2＞ V（＋一1）

6 伽ψρムθ瓦5μ禦1召5m珍 ヒメシダ 1（＋一1） 韮（1－4） H（1－3） 2（＋一1＞ 1（2） V（＋一2）

84 赫ゐ加忍8蝕伽磁om ヤナギトラノオ r　ω 1（＋） 2（＋） 2（＋） 田ω
37 五〇わθ伽585ε躍血倫 サワギキョウ n（÷） 1（÷〉 鼠（÷一D

10 5蝕。加5メ8ρoη加var．幅z㎞訂 エソイヌゴマ 1（＋〉 3（＋〉 1（＋） 肛（÷）

22 賜b8h加帥1漉瑚。畑 オオヤマフスマ 1（＋） 1（＋）

2 左ロあ融」θ50θηε捲 アカネムグラ 1（＋） m（＋一1）

4 動佃。η冴mε励。弼ヴ アキノウナギツカミ 1（1） m（＋）

27 加5∫macん泣四加」頭5　var．磁yu恵偲 クサレダマ 1（＋）

49 α勧如㎞3配 ドクゼリ 2（＋一1） 2（＋） w（＋）

35 滋。伽05’8儒ノη2／o加甜加 ゴキヅル 2（＋） 田（＋）

5盆 ゐ塊σηロ皿沼S巨霊・s卿纈‘麗m ナガパウナギツカミ 2（玉一2）

48 α！rθκρ5θロ伽礁旧加 ツルスゲ H（王一4＞

56 βρ舳n‘乃θ5εfηeη5な ネジバナ 1（＋）

63 身α～ρロ5加餌面ρηロ5 ヒメシロネ 1（1）

ワラミズゴケ，ナガバッメクサ，サギスゲの5種が含ま

れる．1群はハンノキ林構成種のヤチダモ，ホザキシモ

ツケ，カブスゲ，ッリフネソウ，ヒメカイウ，ミゾソバ，

フロウソウなど16種，J群は低層湿原広野種のムジナス

ゲ，ミズドクサ，ヒメシダ，ヤナギトラノオ，サワギキョ

ウのほかアカネムグラ，アキノウナギッカミ，ナガバウ

ナギツカミ，ツルスゲなどll種が含まれる．

　図5は全107調査区のTWINSPANの結果を示す．図

ではレベル1で高層湿原の調査区群（a群）と低層湿原

の調査区群（b群）に大別される．前者はレベル2でチャ

ミズゴケハンモックの調査区群（aI群）とその他の調

査区群（a2群）に，同じくb群もハンノキ林の調査区

群（bl群）とヨシ・スゲ群落の調査区群（b2群）に

分割され，それぞれは構成種の質的・量的違いによって

更に細分割される．ここではレベル3の調査区群で纏め，

それぞれの種構成を群落組成表（常在度表）として示し

た（表1）．表1の種名の序列は図4のデンドログラムの

種下構成に沿って配列し，各調査区群の構成種間の優劣

関係は常在度と優占度の範囲で表してある．各調査区群

を特微づけるcomodal　species（分布行動の類似する丁

丁）によって群落を類型化すると8タイプの群落になる．

以下に各群落の組成的特徴について簡潔に記述する．

　3－2一濯．高層湿原植生

　（1）イソツツジーチャミズゴケ群落

　道東の高層湿原中心部でよく発達しているチャミズゴ

ケハンモックを構成する代表的な群落であり（辻井，

1963；橘，1988，1993，1997など），釧路湿原では温

根内赤沼周辺一帯に広く分布している（田中，1975）．

キラコタン崎の群落はその典型的なタイプで，高層湿原

中心部から縁辺斜面に広く分布しているが，他の湿原と

比較してイソツツジとスギゴケの優占度が高く，チャミ

ズゴケ，ガンコウラン，ヒメツルコケモモの量的比重が

低い点で特徴がある．チャミズゴケハンモックのサイズ

は平均比高50cm，径Im内外であるが，中にはハナゴ

ケやナガシッポゴケ，タチハイゴケに覆われて発達を停

止したものや崩壊過程にあるものもみられ，ここでは

チャミズゴケ，ヒメツルコケモモ，ガンコウランが著し

く減少し，ヤチヤナギ，チシマガリヤス，オオヒモゴケ，

クロミノウグイスカグラなどが増加している．

　（2γイッポンスゲーチャミズゴケ群落

　湿原内にはシカ道とヌタ場が各所にみられる．ヌタ場

ではチャミズゴケハンモックをはじめとする高層湿原植

生がかなりの面積で破壊され，表層泥炭は分解して泥土

と化し，滞水凹地なども生じている．表1に示すイッポ

ンスゲーチャミズゴケ群落はヌタ場に成立している群落

の一例である．優占種イッポンスゲのほか，泥土地で増

加するモウセンゴケとクサゴケによって区分された群落

である．共存種にはイソツツジーチャミズゴケ群落構成

種が多く，場所によってはチャミズゴケやムラサキミズ

ゴケ，オオミズゴケなどのミズゴケ類が残存もしくは再

生したものも見られる．

　（3）イソツツジーシッポゴケ属群落

　高層湿原ミズゴケハンモックの群落の一つである．優

占種イソツツジとチシマガリヤスのほか，ワタスゲ，ホ

ロムイツツジ，ヤチヤナギ，ニッコウシダ，イヌスギナ，

シッポゴケ属，オオヒモゴケなどが高常在度で出現する

群落で，次に述べ灸るイソツツジームラサキミズゴケ群落

とともに高層湿原の縁辺斜面に広く分布し，チシマガリ

ヤスの出穂期には特に目立つ群落である．

　（4）イソツッジームラサキミズゴケ群落

　前群落と同様高層湿原の縁辺斜面に分布するムラサ

キミズゴケやクシノハミズゴケのハンモックの群落で，

上層にはイソツツジ，ヤチヤナギ，ホロムイッッジが優

占する．シカ道やヌタ場には崩壊したハンモックがみら

れ，ここではイッポンスゲ，ナガボノシロワレモコウ，

コッマトリソウ，ツルコケモモ，ムジナスゲ，ヒメシダ

などが匿立っ．

　3－2－2．ハンノキ群落



　（D　ハシノキーヤチヤナギ群落

　高層湿原と低層湿原の境界領域に成立している平均樹

高2m前後のハンノキの低木群落である．草本層ではや

チヤナギが優冒し，イソツツジ，チシマガリヤス，ホロ

ムイスゲ，ツルコケモモ，ワラミズゴケ，アオモリミズ

ゴケ，ヒメミズゴケなどの出現によって区分される．

　②　ハンノキーカブスゲ群落

　湿原北側のハンノキ高木林から抽出された群落タイプ

で，河川水に酒養される地下水位の高い立地に成立して

いる．ハンノキは根上りして萌芽幹が株立ちし，カブス

ゲの隆起叢株上に生育しているものも多い。高木層にヤ

チダモ，低木層にホザキシモツケが混生する．カブスゲ

隆起叢株上にはヒメシダ，エゾメシダ，ヤマドリゼンマ

イ，ツリフネソウ，イワノガリヤス，ゴキヅル，オオマ

ルバノホロシ，エゾイヌゴマなどが多く，地下水位の高

い凹地にはヒメカイウ，エンコウソウ，ヤラメスゲ，オ

オカサスゲ，ミゾソバ，ヨシ，ドクゼリ，ミズドクサ，

ムジナスゲなど多数の低層湿原要素が出現する．

　3－2－3．低層湿原植生

　（D　ヤチヤナギームジナスゲ群落

　湿原周辺ラグゾーンに分布するムジナスゲ群落の1タ

イプで，ヤチヤナギ，ホロムイッッジ，ツルコケモモ，

タチギボウシ，イヌスギナ，サギスゲ，ナガバウナギッ

カミ，ワラミズゴケ，ヒメミズゴケなどの出現によって

区分された群落である．

　（2）ムジナスゲーツルスゲ群落

　湿原南側から東側の低平地に広範囲に分布するムジナ

スゲ群落の1タイプである．ムジナスゲとツルスゲが共

優占し，チシマガリヤス，ミズドクサ，ヒメシダ，ヤナ

ギトラノオ，サワギキョウ，アカネムグラ，アキノウナ

ギッカミ，ドクゼリ，ゴキヅルなどを伴う．

3－3．微地形と群落の分布

　図6は湿原表面の微地形と植生分布の関係を示したも

のである．ライン1ではE20mからW300mまでの高層

湿原の最高所から縁辺斜面上部にイソッッジーチャミズ

ゴケ群落が分布する，E20m～E140m問の斜面下部で

はイソツツジームラサキミズゴケ群落が卓越し，W300

m～W350m問の斜面下部ではイソッツジーシッポゴケ

属群落が優勢である．E140m～E200m間及びW350m

～W400m聞の斜面下部及びラグにヤチヤナギームジナ

スゲ群落が分布し，これに続く東端と西端における群落

の分布はともにムジナスゲーツルスゲ群落からハンノキ

低木林を経てハンノキ高木林に至っており，東西にほぼ

対称な配列パターンを示している，ライン3ではS325

1n～NlOOm間にイソツッジーチャミズゴケ群落が分布

するが，特にS50m～NlOOm間の最高所から北側縁辺
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斜面にはハナゴケとタチハイゴケに覆われた発達停止な

いし崩壊過程にあるチャミズゴケハンモックが密に分布

する．これに続くラグゾーンの植生は南北で多少異なり，

南側ではやチヤナギームジナスゲ群落北側ではムジナ

スゲーツルスゲ群落である．これはハンノキ高木林に接

する北側のラグゾーンの方が出水時にはかなり水位が上

昇し，しばしば滞水することが原因であろう．また南側

ではエゾシカのヌタ場が多く，S150m以降からラグ

ゾーンにかけてイッポンスゲーチャミズゴケ群落が出現

することでも東西断面とは異なる．
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3－4．植生構造

　図7はDCAによる調査区（スタンド）の座標づけと

群落の分布を示す．第1軸のスタンドのスコアは高層湿

原ハンモックの群落で小さく，低層湿原の群落で大きく

なる．ここではイソッツジーチャミズゴケ群落とハンノ

キーカブスゲ群落を両極としてイッポンスゲーチャミズ

ゴケ群落，イソツツジーシッポゴケ属群落，イソツツジ

ームラサキミズゴケ群落，ハンノキーヤチヤナギ群落，

ヤチヤナギームジナスゲ群落，ムジナスゲーツルスゲ群

落の順に序列化され，湿原中心部から周辺部への環境傾

度に沿って漸進的に移行している．第2軸のスタンドの

スコアは低層湿原の群落で小さく，ハンノキ低木群落で

大きくなる．ここではムジナスゲーツルスゲ群落とハン

ノキーヤチヤナギ群落を両極としてヤチヤナギームジナ

スゲ群落，イソツツジームラサキミズゴケ群落，イッポ

ンスゲーチャミズゴケ群落，イソツツジーチャミズゴケ

群落，イソツツジーシッポゴケ属群落の順に序列化され，

ラグゾーンの地下水位の高い立地からミズゴケハンモッ

クの発達する相対的に地下水位の低い立地への微地形水

分傾度を指標する．第3軸はハンノキ高木群落で小さく，

高層湿原の群落で大きくなり，第2軸と同様に湿原周辺

の地下水位の高い立地から中心部の地下水位の低い立地

への微地形水分傾度を反映する．玉軸，2軸平面上にお

ける群落の分布パターンをみると，左から右上部に向

かってイソツツジーチャミズゴケ群落→イソツツジー

シッポゴケ属群落→ハンノキーヤチヤナギ群落→ハンノ

キーカブスゲ群落の順に序列化され，また右下部に向

かってイソツツジーチャミズゴケ群落→イソッッジーム

ラサキミズゴケ群落→ヤチヤナギームジナスゲ群落→ム

ジナスゲーツルスゲ群落となり，本湿原における群落の

分布は第一義的には湿原中心部から周辺部への環境傾度

と泥炭集積に伴う微地形水分傾度の複合環境によって規

定されていることを示している．

摘 要

1　釧路湿原キラコタン崎高層湿原の植生と微地形及び

　泥炭層調査を行い，湿原の形状と群落タイプ及び植生

の分布構造について解析した．

2　湿原の形状は東西断面では非対称であるが，南北断

揃ではほぼ対称なドーム状を罪し，降水洒養性高層湿

原の三七を示すが，中心部での盛り上がりは低く，か

　つ東側と北側ではラグゾーンが不明瞭であり，高層湿

原としては発達初期の段階にあると考えられた．

3　泥炭層の層厚はドーム中心部で4，8m，南端と北端で

　は約2mであり，基底は河川堆積物のシルトと粘土か

　らなる．

4　植生調査資料をTWiNSPANによって類型化した結

果，高層湿原麺生4タイプ，低層湿原植生2タイプ，

　ハンノキ群落2タイプの群落型が識別された．

5　DCAによって植生構造を解析した結果，本湿原にお

　ける群落の分布は第一義的には湿原中心部から周辺部



への環境傾度と泥炭集積に伴う微地形水分傾度の複合

環境によって規定されると考えられた．

6　湿原内にはエゾシカのヌタ場やシカ道が多く，チャ

　ミズゴケハンモックの破壊による植生の退行現象が観

察され，ヌタ場には代償植生のイッポンスゲーチャミ

ズゴケ群落が広く分布する．
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